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再々評価審議対象事業一覧表（６事業）  

 

事業名 
（所在地） 

進捗率 
（H15.3 ） 

事業効果の定量的分析 
（費用便益比） 

自然環境等への 
影響と対策 

事業概要 途中段階の効果 

事業を巡る 
社会経済情勢の変化 

事業効果の定性的分析 前回再評価時の意見具申・

府の対応方針の概要 

①（街路） 

豊中岸部線、千里

中央線 

 
（吹田市） 

Ｂ／Ｃ 
 
･計画時点 ：算出なし 
 
･再評価時 ：４．８９  

便益総額 

  Ｂ＝ ２５３億円 

総費用 

  Ｃ＝  ５２億円 

 
･再々評価時：６．４４ 

便益総額 

  Ｂ＝ ４４２億円 

総費用 

  Ｃ＝  ６８億円 

  

 
・道路の整備により
旅行速度が向上
し、ＣＯ２の排出量
が削減される。 

 
・連続植樹帯の設置
により、緑の回復
に努める 

 

事業採択年度 

 計画時   Ｈ元 

 再評価時  Ｈ元 

 再々評価時 Ｈ元 

事業着手年度 

計画時     Ｈ元 

 再評価時   Ｈ元 

 再々評価時 Ｈ元 

完成予定年度 

 計画時   Ｈ７ 

 再評価時  Ｈ15 

 再々評価時 Ｈ18 

 

 分析 

 用地買収の遅れのた

め３年延長 

 

進捗状況 

 再評価時 

  用地 ７４％ 

  工事  ０％ 

 

 再々評価時  

  用地 ８２％ 

  工事 ４９％ 

[目的] 

吹田市中央部に位置

する千里ニュータウ

ンから発生する自動

車交通の円滑化を目

的とし、混雑する府

道豊中摂津線のバイ

パスとして整備をし

ている。 

 

[内容] 

延 長：０．９ｋｍ 

幅 員：22.0ｍ 

（４車線） 

道路区分 

 第４種第1級 

 

[事業費] 
･全体事業費約５６億円 

(内訳) 

用地費 約４４億円 

工事費 約１２億円 

 

･投資事業費約４２億円 

(内訳) 

用地費 約３６億円 

 工事費 約 ６億円 

 

※再評価時点における

事業費 約５２億円 

周辺道路が狭小で

あることから、暫定

的な整備を行なう

ことにより交通流

の円滑化と交通安

全性の向上が図れ

る｡ 

(周辺道路の状況) 

･府道豊中摂津線 

混雑度 

H2 : 1.41 

H6 : 1.48 

H9 :  1.52 

H11: 1.62 

２４時間交通量 

H2 :18,067 

H6 :19,814 

H9 :19,824 

H11:22,087 

 

［地元等の協力体制］

・地元市である吹田市

に用地買収を委託し

ており、府･市連携の

もと事業推進を行な

う｡ 

・交通量の増大に伴う、

渋滞緩和並びに交通

安全の確保の観点か

ら早期整備が望まれ

ている｡ 

 

・災害発生時の緊急輸送路、
避難路の確保 

・道路空間確保によるライフ
ライン導入空間の確保 

・周辺狭小道路への迂回交通
量減少による安心・安全性
の向上 

・地域間交流連携の強化 
・物流の効率化の支援 
・十分な幅員が確保された歩
道による快適性の向上 

・周辺狭小道路の迂回交通量
減少による快適性の向上 

 

[意見具申]事業継続

[対応方針]事業継続

上期分 



 21

（別表３） 
（１／６）  

 
 

委員会における主な審議内容 

 
 

評 価 

 
（完成時期について） 
  平成１０年度時点では工事着手ができていなかったが、現在は工事が進捗しており、計画どお

りの完成が見込めることを確認した。 
 
（地元の協力体制について） 
  用地買収に伴う反対はあったが、事業区間沿道では新たに住宅開発が進んでおり、それ以外に

は特に大きな反対はないことを確認した。 
   
（用地買収方法について） 
  用地買収の委託は、地元市が事業に積極的に関与することにより、その円滑な推進効果が期待

される場合行うものであり、本事業においても買収価格等の適切なチェックを行いながら委託を

行っていることを確認した。 
 
（維持管理費の額について） 

費用便益算出に使用している維持管理費は、国土交通省のマニュアルに基づくものであるこ

とを確認した。 
 

（Ｂ／Ｃの便益算定について） 
  国土交通省マニュアルの便益算定期間が、完成後３０年間から４０年間に変更となったため、

便益が大幅に増加したことを確認した。 
 

 
事業継続 
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再々評価審議対象事業一覧表（６事業） （別表３） 

                                     （２／６） 

事業名 
（所在地） 

進捗率 
(H15.3) 

事業効果の定量的分析 
（費用便益比） 

自然環境等への 
影響と対策 

事業概要 途中段階の効果 

事業を巡る 
社会経済情勢の

変化 
事業効果の定性的分析 前回再評価時の意見具申・ 

府の対応方針の概要 

評

価 

②（街路） 
千里丘寝屋川線 

 
（寝屋川市） 

・道路の整備により旅行

速度が向上し、ＣＯ２

の排出量が削減され

る。 

・連続植樹帯の設置によ

り、緑の回復に努める 

・植樹帯の構造を高くす

るとともに、排水性舗

装により、沿道の騒音

規制に努める。 

事業採択年度 

 計画時   Ｈ元 

 再評価時  Ｈ元 

 再々評価時 Ｈ元 

事業着手年度 

計画時    Ｈ元 

 再評価時  Ｈ元 

 再々評価時 Ｈ元 

完成予定年度 

 計画時   Ｈ７ 

 再評価時  Ｈ11 

 再々評価時 Ｈ19 

 

 

進捗状況 

 再評価時 

  用地 ９９％ 

  工事 ５７％ 

 

 再々評価時  

  用地 ９９％ 

  工事 ６５％ 

Ｂ／Ｃ 
 
・計画時点 ：算出なし 
 
・再評価時 ：算出なし 
 
・再々評価時：１．９１ 

便益総額 
  Ｂ＝ ５３７億円 
総費用 

  Ｃ＝ ２８０億円 

 

[目的] 

一級河川淀川を渡

河し大阪北部と東

部を結ぶ主要幹線

道路であり、大阪府

道路整備長期計画

において、渋滞が激

しい大阪中央環状

線と大阪外環状線

を補完するための

新環状ラインを形

成する路線のひと

つと位置づけられ

ている。 

 

[内容] 

延 長：１．２ｋｍ 

幅 員：32～46.5ｍ 

    (4車線) 

道路区分： 

  第４種第1級 

 

[事業費] 

･全体事業費 

  約２１５億円 

(内訳) 

用地費約171億円 

工事費約 44億円 

 

･投資事業費 

 約２００億円 

(内訳) 

用地費約170億円 

工事費約 29億円 

 

※再評価時点にお

ける事業費 

 約２２６億円 

・H13年1月に一
部２車線区間
とし全線供用 

・H14年10月に
全線４車線で
供用 

・現在、約19,000
台／日が利用
している。 

(現道の状況) 

･府道八尾茨木線 

約19,000台／日利用

京都守口線との交差

点飽和度＝０．８９

 

(周辺道路の状況) 

･府道京都守口線 

混雑度 

H6 : 1.69 
H9 : 1.30 
H11: 1.33 

 

･府道木屋門真線 

混雑度 

H6 : 1.36 
H9 : 1.13 
H11: 1.36 

 

･府道枚方交野寝屋

川線 

混雑度 

H6 : 1.12 
H9 : 1.45 
H11: 1.31 

 

 

[地元等の協力体制]

沿道の自治会から、

渋滞緩和に伴うＣＯ2

削減などの沿道環境

を早期に向上させる

よう整備促進が望ま

れている。 

 

・災害発生時の緊急輸送路、避

難路の確保 

・道路空間確保によるライフラ

イン導入空間の確保 

・周辺狭小道路への迂回交通量

減少による安心・安全性の向

上 

・地域間交流連携の強化 

・物流の効率化の支援 

・十分な幅員が確保された歩道

による快適性の向上 

・周辺狭小道路の迂回交通量減

少による快適性の向上 

 

[意見具申] ― 

[対応方針]事業継続 

 
事

業

継

続 

上期分 
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再々評価審議対象事業一覧表（６事業） （別表３） 

                                     （３／６） 

事業名 
（所在地） 

進捗率 
(H15.3) 

事業効果の定量的分析 
（費用便益比） 

自然環境等への 
影響と対策 

事業概要 途中段階の効果 

事業を巡る 
社会経済情勢の変

化 
事業効果の定性的分析 前回再評価時の意見具申・ 

府の対応方針の概要 

評

価 

③（街路） 

枚方藤阪線 

 
（枚方市） 

・道路の整備により
旅行速度が向上
し、ＣＯ２の排出量
が削減される。 

・植樹帯の設置によ
り、緑の回復に努
める 

 

事業採択年度 

 計画時    Ｓ６３ 

 再評価時  Ｓ６３ 

 再々評価時Ｓ６３ 

事業着手年度  

計画時    Ｓ６３ 

 再評価時  Ｓ６３ 

 再々評価時 Ｓ６３ 

完成予定年度 

 計画時   Ｈ ５ 

 再評価時  Ｈ１２ 

 再々評価時 Ｈ１７ 

 

 

進捗状況 

 再評価時 

  用地 ８２％ 

  工事 ６４％ 

 

 再々評価時  

  用地 ９１％ 

  工事 ９２％ 

Ｂ／Ｃ 
 
・計画時点 ：算出なし 
 
・再評価時 ：２．４９ 

便益総額 
  Ｂ＝ 約１４２億円 
総費用 

  Ｃ＝ 約５７億円 
 
・再々評価時：１．８５ 

便益総額 
  Ｂ＝ 約１２６億円 
総費用 

  Ｃ＝ 約６８億円 

 

[目的] 

枚方市中央部を東

西に結ぶ幹線道路

であり、枚方市中心

部における交通渋

滞緩和と交通安全

対策を目的とし、現

道拡幅整備を行う

ものである。 

 

[内容] 

延 長：１．４ｋｍ 

幅 員：16.0ｍ 

   （２車線） 

道路区分： 

  第４種第２級 

 

[事業費] 

･全体事業費 

  約５２億円 

(内訳) 

用地費約４４億円 

工事費約 ８億円 

 

･投資事業費 

   約４７億円 

(内訳) 

用地費約４０億円 

工事費約 ７億円 

 

※再評価時点にお

ける事業費 

 約５８億円 

 
20～30ｍの用地
が確保できた段
階において、順
次、拡幅整備を
行うことによ
り、歩行者の交
通安全の確保並
びに、自動車交
通流の円滑化が
図れる。 

(現道の状況) 

･府道杉田口禁野線 

混雑度 

H6 : 1.40 
H9 : 1.27 
H11: 1.11 

 

(周辺道路の状況) 

･府道枚方高槻線 

混雑度 

H6 : 0.73 
H9 : 0.83 
H11: 0.76 

 

･府道枚方富田林泉佐

野線 

混雑度 

H6 : 1.97 
H9 : 1.55 
H11: 1.59 

 

 

[地元等の協力体制] 

地元自治会を含む 6 団

体から早期拡幅要望を

受けている。 

 

・災害発生時の緊急輸送路、

避難路の確保 

・道路空間確保によるライフ

ライン導入空間の確保 

・歩車分離による交通安全機

能の向上 

・地域間交流連携の強化 

・物流の効率化の支援 

・幅員が確保された歩道によ

る快適性の向上 

 

 

[意見具申]－ 

[対応方針]事業継続

 
事

業

継

続 

 

上期分 
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再々評価審議対象事業一覧表（６事業） （別表３） 

                                     （４／６） 
事業名 

（所在地） 
進捗率 
(H15.3) 

事業効果の定量的分析 
（費用便益比） 

自然環境等への 
影響と対策 

事業概要 途中段階の効果 

事業を巡る 
社会経済情勢の変化 

事業効果の定性的分析 前回再評価時の意見具申・ 
府の対応方針の概要 

評

価 

④（街路） 

茨木寝屋川線 
 
（茨木市） 

 

・道路の整備により

旅行速度が向上

し、ＣＯ２の排出量

が削減される。 

 

・連続植樹帯の設置

により、緑の回復

に努める 

 

事業採択年度 

 計画時   Ｈ元 

 再評価時  Ｈ元 

 再々評価時 Ｈ元 

事業着手年度 

計画時    Ｈ元 

 再評価時  Ｈ元 

 再々評価時 Ｈ元 

完成予定年度 

 計画時   Ｈ７ 

 再評価時  Ｈ14 

 再々評価時 Ｈ15 

  

進捗状況 

 再評価時 

  用地 ８３％ 

  工事 ６８％ 

 

 再々評価時  

  用地 ９９％ 

  工事 ８６％ 

Ｂ／Ｃ 
 
・計画時点 ：算出なし
 
・再評価時 ：４．７０
便益総額 

  Ｂ＝ ３７７億円 
総費用 

  Ｃ＝  ８０億円 
 
・再々評価時：５．１９
便益総額 

  Ｂ＝ ６６４億円 
総費用 

  Ｃ＝ １２８億円 

  

 

[目的] 

本路線は、茨木市の

市街地中央を縦貫

して寝屋川市へと

至る幹線道路であ

る。本事業は、府道

八尾茨木線の道路

幅員が狭小で、歩道

もないことから、自

動車交通の円滑化

と歩行者等の安全

確保を図るため、道

路の拡幅整備を行

うものである。 

 

[内容] 

延 長：０．７ｋｍ 

幅 員：20～44.5m 

   （４車線） 

道路区分： 

第４種第１級 

 

[事業費] 

･全体事業費 

   約９６億円 

(内訳) 

用地費約５９億円 

工事費約３７億円 

 

･投資事業費 

   約９４億円 

(内訳) 

用地費約５９億円 

工事費約３５億円 

 

※再評価時点にお

ける事業費 

 約８２億円 

 
現道や周辺道路
が狭小であるこ
とから暫定的な
整備を行うこと
により交通流の
円滑化と交通安
全性の向上が図
れる。 

(現道の状況) 

･府道八尾茨木線 

混雑度 

H6 : 1.54 

H9 : 0.95 

H11: 1.18 

 

２４時間交通量 

H6 : 5,150台 

H9 : 2,335台 

H11: 4,374台 

 

 

[地元等の協力体制]

・地元市である茨木

市に用地買収を委

託しており、府市

連携のもと事業推

進を行う。 

・交通量の増大に伴

う渋滞緩和並びに

交通安全の確保の

観点から早期整備

が望まれている。

 

・歩車分離による交通安全機

能の向上 

・災害発生時の緊急輸送路、

避難路の確保 

・道路拡幅による延焼遮断機

能の向上 

・周辺狭小道路への迂回交通

量減少による安心・安全性

の向上 

・地域間交流連携の強化 

・物流の効率化の支援 

・十分な幅員が確保された歩

道による快適性の向上 

・周辺狭小道路の迂回交通量

減少による快適性の向上 

 

[意見具申]－ 

[対応方針]事業継続 

 
事

業

継

続 

 

上期分 
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再々評価審議対象事業一覧表（６事業） （別表３） 

                                     （５／６） 
事業名 

（所在地） 
進捗率 
(H15.3) 

事業効果の定量的分析 
（費用便益比） 

自然環境等への 
影響と対策 

事業概要 途中段階の効果 

事業を巡る 
社会経済情勢の

変化 
事業効果の定性的分析 前回再評価時の意見具申・ 

府の対応方針の概要 

評

価 

⑤（街路） 

南花田鳳西町

線 

 

（堺市） 

・道路の整備により
旅行速度が向上
し、ＣＯ２の排出量
が削減される。 

・連続植樹帯の設置
により、緑の回復
に努める 

 

事業採択年度 

 計画時   Ｈ元 

 再評価時  Ｈ元 

 再々評価時 Ｈ元 

事業着手年度 

計画時    Ｈ元 

 再評価時 Ｈ元 

 再々評価時 Ｈ元 

完成予定年度 

 計画時   Ｈ７ 

 再評価時 Ｈ13 

 再々評価時 Ｈ16 

 

 

進捗状況 

 再評価時 

  用地 ６３％ 

  工事  ５％ 

 

 再々評価時  

  用地 ９１％ 

  工事 ２０％ 

Ｂ／Ｃ 
 
・計画時点 ：算出なし 
 
・再評価時 ：２．１０ 

便益総額 
  Ｂ＝ 約８２億円 
総費用 

  Ｃ＝ 約３９億円 
 
・再々評価時：２．６５ 

便益総額 
  Ｂ＝ 約９６．７億円
総費用 

  Ｃ＝ 約３６．５億円

 

[目的] 

本事業は、府道我道

金岡線から市道５

２号線、向陵金岡線

を経て、主要幹線道

路である府道大阪

中央環状線に至る

自動車交通が、幅員

の狭小な現道や市

道の交通渋滞を発

生させ、交通安全上

も支障をきたして

いるため、府道我道

金岡線のバイパス

として整備するも

のである。 

 

[内容] 

延 長：０．４ｋｍ 

幅 員：22.0ｍ 

   （４車線） 

道路区分： 

 第４種第1級 

 

[事業費] 

･全体事業費 

   約３０億円 

(内訳) 

用地費約２５億円 

工事費約 ５億円 

 

･投資事業費 

 約２６億円 

(内訳) 

用地費約２４億円 

工事費約 ２億円 

 

※再評価時点にお

ける事業費 

 約４０億円 

現道と市道向陵
金岡線との取り
付け部が狭小で
あることから、暫
定的な拡幅を行
うことにより、交
通流の円滑化と
交通安全性の向
上が図られる。 

(現道の状況) 

･府道我道金岡線 

混雑度 

H6 : 1.00 
H9 : 0.73 
H11: 0.74 

 

(周辺道路の状況) 

･市道金岡５２号線 

幅員：６ｍ 

 

･市道向陵金岡線 

幅員：４～６ｍ 

 

 

[地元等の協力体制]

･地元市である堺市

に用地買収を委託

しており、府市連携

のもと事業推進を

行う。 

･交通量の増大に伴

う渋滞緩和並びに

交通安全の確保の

観点から早期整備

が望まれている。 

 

・現道拡幅による歩行者と自

動車交通を分離すること

による安全性の確保 

・災害発生時の緊急輸送路、

避難路の確保 

・道路空間確保によるライフ

ライン導入 

・周辺狭小道路への迂回交通

量減少による安心・安全性

の向上 

・地域間交流連携の強化 

・物流の効率化の支援 

・十分な幅員が確保された歩

道による快適性の向上 

・周辺狭小道路の迂回交通量

減少による快適性の向上 

 

[意見具申]－ 

[対応方針]事業継続 

 
事

業

継

続 

 

上期分 
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再々評価審議対象事業一覧表（６事業） （別表３） 

                                     （６／６） 
事業名 

（所在地） 
進捗率 
(H15.3) 

事業効果の定量的分析 
（費用便益比） 

自然環境等への 
影響と対策 

事業概要 途中段階の効果 

事業を巡る 
社会経済情勢の

変化 
事業効果の定性的分析 前回再評価時の意見具申・ 

府の対応方針の概要 

評

価 

⑥連続立体交

差） 

南海本線 

 

（泉佐野市） 

Ｂ／Ｃ 
 
・計画時点 ：算出なし 
 
・再評価時 ：算出なし 
 
・再々評価時：１．８２ 
便益総額 

  Ｂ＝ ６３６．７億円 
総費用 

  Ｃ＝ ３４９．２億円 

 

・既成市街地におけ

る既存の鉄道の立

体交差事業であ

り、新たに自然環

境に与える影響は

ほとんどない 

・渋滞緩和による大

気質への負荷物質

の排出量の抑制に

寄与 

 

事業採択年度 

 計画時    Ｓ62 

 再評価時   Ｓ62 

 再々評価時 Ｓ62 

事業着手年度 

計画時     Ｓ62 

 再評価時   Ｓ62 

 再々評価時 Ｓ62 

完成予定年度 

 計画時    Ｈ７ 

 再評価時   Ｈ18 

 再々評価時 Ｈ18 

 

 

進捗状況 

 再評価時 

  用地 １００％ 

  工事  ４１％ 

 

 再々評価時  

  用地 １００％ 

  工事  ６３％ 

[目的] 
本路線は、大阪市
と和歌山市・関西
国際空港を結ぶ
幹線鉄道であり、
とりわけ、本事業
区間のラッシュ
時における踏切
遮断は長時間に
わたり、踏切部で
発生する交通渋
滞が著しい。そこ
で、踏切を除去
し、沿道の交通渋
滞を緩和すると
ともに、鉄道によ
る市街地分断を
解消するもので
ある。 
 
[内容] 
延長：２．８ｋｍ 
高架化される駅： 

泉佐野駅 
踏切除却数: 

９箇所 
 
[事業費] 
･全体事業費 
約５６２億円 

 
(内訳) 
用地費約137億円 
工事費約425億円 
 
(国30%･府24%･ 
市12%･鉄道34%) 
 
･投資事業費 
 約４０１億円 
 
(内訳) 
用地費約137億円 
工事費約264億円 
 
※再評価時点に
おける事業費 
約３７３億円 

・H7.3 にⅠ期区

間の高架完了

により、踏切２

箇所除去 

・H14.5に上り線

（なんば行き）

高架切替完了

により、踏切遮

断時間が減少 

全踏切における踏切

交通量及び踏切遮断

時間 

  

○踏切交通量 

（台／日）

△平均踏切遮断時間

 

H6 ○:12,632 

△:5.66 

H14 ○:40,951 

△:8.99 
 

 

[地元等の協力体制]

平成18年度の完成に

向けて、引き続き地

域住民の協力を得て

事業の進捗に務め

る。 

 

・踏切事故が解消される。 

・踏切除去及び渋滞緩和によ

り緊急車両の通行が容易と

なる。 

・駅及びその周辺の整備にあ

わせ、ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化が促進 

・鉄道で分断されていた地域

が一体化することで、発

展・活性化が図られる。 

・渋滞緩和によりﾊﾞｽ等の定

時制が確保される。 

・高架化に伴い鉄道の騒音の

改善が図られる。 

・渋滞の解消に伴い、大気汚

染、騒音、地球温暖化等の

改善に寄与する。 

 

 

[意見具申]－ 

[対応方針]事業継続 

 
事

業

継

続 

 

上期分 


